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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期

第２四半期連結
累計期間

第36期
第２四半期連結
会計期間

第35期

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成21年
３月31日

自平成21年
１月１日
至平成21年
３月31日

自平成19年
10月１日
至平成20年
９月30日

売上高（百万円） 40,527 20,605 68,664

経常利益又は経常損失（△）

（百万円）
△7,594 1,352 1,486

四半期（当期）純損失（△）

（百万円）
△9,715 △739 △1,219

純資産額（百万円） － 36,012 47,548

総資産額（百万円） － 84,764 87,340

１株当たり純資産額（円）  －  1,236.491,579.87

１株当たり四半期（当期）純損失金額（△）（円） △333.58 △25.40 △41.87

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） －     42.5 52.7

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,493 － △2,311

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,903 － 1,972

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△2,252 － 3,929

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（百万円） － 9,687 9,418

従業員数（人） － 2,103 2,183

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税及び地方消費税（以下「消費税等」という。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
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２【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 2,103(983)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第２四半期連結会計期間の平均人員（１人当たり平均

８時間換算）を外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成21年３月31日現在

従業員数（人） 1,155(625)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外からの出向者を含む。）であり、臨時雇用者数は

（　）内に当第２四半期会計期間の平均人員（１人当たり平均８時間換算）を外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産、受注実績

該当事項はありません。

(2）仕入実績

事業部門の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

 

重衣料（百万円） 1,759

中衣料（百万円） 378

軽衣料（百万円） 905

服飾雑貨（百万円） 3,544

その他（百万円） 200

ファッション事業（百万円） 6,787

レストラン事業（百万円） 126

合計（百万円） 6,913

　（注）１．重衣料……スーツ・フォーマル・イージーオーダー・コート

２．中衣料……ジャケット・スラックス・ブルゾン

３．軽衣料……カジュアル・ワイシャツ・ネクタイ・アンダー

４．服飾雑貨……シューズ・バッグ・アクセサリー 他

５．その他……補正代等

６．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

事業部門の名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

 

重衣料（百万円） 7,417

中衣料（百万円） 1,345

軽衣料（百万円） 3,095

服飾雑貨（百万円） 8,142

その他（百万円） 175

ファッション事業（百万円） 20,176

レストラン事業（百万円） 429

合計（百万円） 20,605

　（注）１．重衣料……スーツ・フォーマル・イージーオーダー・コート

２．中衣料……ジャケット・スラックス・ブルゾン

３．軽衣料……カジュアル・ワイシャツ・ネクタイ・アンダー

４．服飾雑貨……シューズ・バッグ・アクセサリー他

５．その他……補正代等

６．当社グループは事業の性質上、売上高に季節的変動があり、第１四半期、第２四半期及び第３四半期に比し第

４四半期の売上高の割合が低くなります。 

７．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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２【経営上の重要な契約等】

シンジケートローン変更契約

連結子会社株式会社フィットハウスは、運転資金の調達を目的として、以下のとおりシンジケートローン契約の

変更契約を締結いたしました。

（1）契約締結日　　平成21年２月20日

（2）借入枠　　　　13,038百万円

（3）財務制限条項　①　平成20年８月期末日の各事業年度末日における修正純資産金額（貸借対照表に記載され

る純資産の部の合計金額から、当該事業年度の末日における損益計算書の営業外利益

に記載される金融派生商品利益（デリバティブ利益）を減算し、営業外損失に記載さ

れる金融派生商品損失（デリバティブ損失）を加算して算出される金額をいう。以下

同じ。）を3,750百万円以上とすること。

②　平成21年８月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における修正純資産金額を3,750百

万円以上、かつ、直近の事業年度末日における修正純資産金額の90％に相当する金額以

上に維持すること。

③　平成21年８月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の損益計算書におけ

る営業損益及び修正経常損益（単体の損益計算書に記載される経常損益の金額から、

当該事業年度の末日における損益計算書の営業外利益に記載される金融派生商品利益

（デリバティブ利益）を減算し、営業外損失に記載される金融派生商品損失（デリバ

ティブ損失）を加算して算出される金額をいう。）について両方、又はいずれか一方に

おいて損失としないこと。

④　平成20年８月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の貸借対照表におけ

る商品の残高を当該事業年度末日における損益計算書における売上高の12分の5以下

に維持すること。

⑤　平成21年８月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における単体の貸借対照表におい

て債務超過となった場合は、当該事業年度末日以降最初に到来する12月末日までに、当

該債務超過額を解消すること。 
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３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況 

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融市場の混乱による円高や輸出の減少に伴う企業

収益の悪化など景気の先行きは不透明感が増し、消費マインドの萎縮や雇用不安等、予断を許さない状況となって

まいりました。

このような経済状況のもと、ファッション事業において機能性スーツ「シャワークリーンスーツ」の品揃えの拡

充を行うとともに生産累計15万着突破記念キャンペーンを実施し、数多くのお客様に「シャワークリーンスーツ」

の機能性・品質の良さを知って頂くことができました。

また、本年１月１日より「ヤマダ電機」とのポイント提携を行い、新規顧客の獲得に向けた施策を実施いたしま

したが、景気低迷に伴う消費者の買い控えや天候不順等による影響により来店客数が減少し、厳しい状況を余儀な

くされました。

店舗につきましては、SUIT SELECT_KINSHICHO（東京都墨田区）を出店致しました。一方、契約満了等に伴う6店舗

を退店したことにより店舗数は436店舗となりました。

レストラン事業におきましては、質の高い商品・サービスを提供できるよう、社員教育及びオペレーションの見

直しを行い営業力の強化に努めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間におきましては、売上高206億5百万円、営業利益5億67百万円、経常利益13

億52百万円となりましたが、特別損失に減損損失18億19百万円を計上することとなり、四半期純損失7億39百万円と

なりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、仕入債務の減少・有形固

定資産の取得による支出・短期借入金の減額等により、一部相殺されたもののたな卸資産の減少や減損損失等によ

り、当第２四半期末の資金残高は96億87百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は43億74百万円となりました。これは主に仕入債務の減少11億19百万円あったもの

の、たな卸資産の減少40億73百万円及び減損損失18億19百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果減少した資金は8億1百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出10億29百万

円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果減少した資金は20億93百万円となりました。これは主に短期・長期借入金の返済による支出20億

62百万円によるものであります。 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題については、連結子会社株式会社

フィットハウスにおいてシンジケートローン契約の変更契約を締結いたしました。内容につきましては、「２　経営

上の重要な契約等」に記載のとおりであります。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会

社法施行規則第127条各号に掲げる事項）は次のとおりであります。

①　基本方針の内容

当社は、永年蓄積した業務知識や営業ノウハウを活用することによって顧客満足度をより高めることを経営

の基本施策として、長期的視野にたった経営を行い、強固な財務基盤を形成し、高収益、高配当を実現しており

ます。したがって、経営の効率性や収益性を高める観点から、専門性の高い業務知識や営業ノウハウを備えたも

のが取締役に就任して、法令及び定款の定めを遵守しつつ当社の財務及び事業の方針の決定につき重要な職務

を担当することが、会社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものと考えており、このことをもって会

社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針としております。
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②　不適切な支配の防止のための取組み

当社は、大規模な当社株式の買付行為（以下「大規模買付行為」といいます。）がなされた場合について、そ

の大規模買付者が長期的経営意図や計画もなく一時的な収益の向上だけを狙ったもの、株主に株式の売却を事

実上強要するおそれがあるもの、買収等の提案理由、買収方法等が不当・不明確であるなどの事情があるとき

は、企業価値を毀損し、株主共同の利益に資するとはいないと考えます。

また大規模買付行為を受け入れるかどうかは、最終的には株主の皆様の判断に委ねられるべきのであります

が、株主の皆様が適切な判断を行うためには十分な情報が提供される必要があると考えております。

そこで大規模買付行為に対するルールとして、特定の株主グループの議決権割合が20％以上となるような当

社株式の買付けを行おうとする者に対して、ⅰ）買付行為の前に、当社取締役会に対して十分な情報提供をす

ること、ⅱ）その後、当社取締役会がその買付行為を評価し、交渉・評価意見・代替案のできる期間を設けるこ

とを要請するルールを策定いたしました。このルールが遵守されない場合には、株主の皆様の利益を保護する

目的で対抗措置を講じる可能性があり、当社といたしましても、これに対する防衛策を導入すべきものと考え

ます。

そのため当社は、平成19年11月14日開催の取締役会において、当社の企業価値・株主共同の利益を向上させ

るため、基本方針に照らし不適切な支配の防止の取組みとして、当社株式の大規模な買付行為に関する対応方

針（以下「買収防衛策」といいます。）を決議いたしました。

当社は、この買収防衛策の詳細を平成19年11月14日付で「当社株式の大規模な買付行為に関する対応策につ

いて」として公表いたしました。このプレスリリースの全文は、インターネット上の当社ウェブサイト（アド

レスhttp://www.konaka.co.jp）に掲載しております。

③　上記②の取組みについての取締役会の判断

(a）当社取締役会は、上記②の取組みが当社の上記①の基本方針に沿って策定され、当社の企業価値、株主共同

の利益を確保するための取組みであり、株主の皆様の共同の利益を損なうものではないと考えます。

当社は、紳士服小売チェーンとして永年蓄積した業務知識や営業ノウハウを活用することによって顧客満

足度をより高めることを経営の基本施策として、長期的視野にたった取引先等との業務提携関係の確立、高

付加価値機能商品、ＳＰＡ商品などの商品開発及び商品生産体制の確立、従業員研修、コスト競争力ある店舗

開発を行い、強固な財務基盤を形成し、高収益、高配当を実現しております。

このような当社の事業においては経営の効率性や収益性を高める観点から、専門性の高い業務知識や営業

ノウハウを備えたものが取締役に就任することが必要不可欠であると判断されるからであります。

(b）取締役会によって恣意的な判断がされることを防止するため、特別委員会を設置し、特別委員会の勧告を

尊重して買収防衛策が発動されることが定められており、取締役の地位の維持を目的とするものではありま

せん。

なお、当社は、上記の「大規模買付行為に対するルールの設定」及びその「ルールが遵守されなかった場

合の対抗措置」の構築につきましては、平成19年12月18日開催の当社第34期定時株主総会において承認され

ました。

 (4）研究開発活動 

該当事項はありません。 
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間における設備の主な増加は、次のとおりであります。

　提出会社

事業所名
(所在地)

事業の種類別セグメ
ントの名称

設備の内
容

帳簿価額(百万円)

建物及び構
築物

器具備品 その他 合計

SUIT SELECT

KINSHICHO 

（東京都墨田区）

ファッション事業 店舗新設  107  45  173  326

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．帳簿価額の内「その他」は、敷金であります。

  

(2）設備の新設、除却等の計画

①　重要な設備の変更

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった設備計画について、

重要な変更はありません。

 

②　重要な設備の新設等

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年５月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,146,685 31,146,685
東京証券取引所市場第

一部
－

計 31,146,685 31,146,685 － －

 （注）権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

  

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

平成21年１月１日～

平成21年３月31日 
－ 31,146,685－ 5,305 － 14,745
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（５）【大株主の状況】

 平成21年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社コナカ 神奈川県横浜市戸塚区品濃町517-2 2,021 6.49

コナカ従業員持株会 神奈川県横浜市戸塚区品濃町517-2 1,723 5.53

湖中　謙介 神奈川県鎌倉市 1,526 4.89

湖中　博達 神奈川県鎌倉市 1,493 4.79

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴美１丁目8-11 1,164 3.73

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口４Ｇ）
東京都中央区晴美１丁目8-11 1,120 3.59

有限会社ワイアンドイー 福岡県福岡市中央区大濠２丁目9-17 1,086 3.48

湖中　安夫 神奈川県鎌倉市 1,063 3.41

甲陽ハウジング有限会社 兵庫県西宮市甲陽園西山町2-22 798 2.56

昭和住宅株式会社 兵庫県加古川市平岡町新在家117 783 2.51

計 － 12,782 41.04

　（注）１．上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）のうち、信託業務に係る株式数は1,154千株で

あります。

２．上記、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口４Ｇ）のうち、信託業務に係る株式数は1,120千

株であります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成21年３月31日現在

 区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　 　　2,021,900  － 単元株式数100株

 完全議決権株式（その他） 普通株式　  　　29,013,800 290,138同上

 単元未満株式 普通株式　 　　 110,985  －
１単元（100株）未満の株

式

 発行済株式総数 31,146,685 － －

 総株主の議決権 －  －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には証券保管振替機構名義の株式が2,200株含まれております。なお、「議

決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数22個が含まれております。 

 

②【自己株式等】

 平成21年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

株式会社コナカ 
神奈川県横浜市戸

塚区品濃町517-2
2,021,900 － 2,021,900 6.49

計 － 2,021,900 － 2,021,900 6.49

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
10月

11月 12月
平成21年
１月

２月 ３月

最高（円） 449 359 307 287 262 249

最低（円） 298 293 215 234 189 195

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動は次のとおりです。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
商品本部長

兼商品三部長
取締役 商品本部長 南部　仁志 平成21年４月10日

取締役 秘書室長 取締役
商品本部

物流センター担当
湖中　博達 平成21年４月10日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平

成21年３月31日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,698 9,579

受取手形及び売掛金 2,059 1,391

有価証券 67 380

商品 20,765 20,286

繰延税金資産 264 361

その他 1,068 1,896

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 33,923 33,895

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 16,180

※1
 16,289

土地 13,672 14,143

その他（純額） ※1
 1,696

※1
 2,698

有形固定資産合計 31,549 33,131

無形固定資産

のれん 46 57

その他 712 699

無形固定資産合計 759 756

投資その他の資産

投資有価証券 1,520 2,167

敷金及び保証金 12,043 12,060

繰延税金資産 5 490

その他 5,024 4,860

貸倒引当金 △61 △22

投資その他の資産合計 18,532 19,556

固定資産合計 50,841 53,444

資産合計 84,764 87,340

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,759 5,306

短期借入金 ※2
 6,106

※2
 6,891

1年内返済予定の長期借入金 ※2
 2,354

※2
 2,354

未払金 310 1,113

未払法人税等 233 155

賞与引当金 405 630

デリバティブ負債 8,709 350

その他 1,845 1,774

流動負債合計 28,727 18,577
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年９月30日)

固定負債

長期借入金 ※2
 13,758

※2
 14,936

長期未払金 162 166

繰延税金負債 176 －

退職給付引当金 929 892

役員退職慰労引当金 89 78

ポイント引当金 1,357 1,052

負ののれん 2,747 3,197

長期預り保証金 640 653

その他 163 236

固定負債合計 20,025 21,214

負債合計 48,752 39,792

純資産の部

株主資本

資本金 5,305 5,305

資本剰余金 14,745 14,745

利益剰余金 19,123 29,130

自己株式 △3,337 △3,337

株主資本合計 35,837 45,844

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 175 170

評価・換算差額等合計 175 170

少数株主持分 － 1,533

純資産合計 36,012 47,548

負債純資産合計 84,764 87,340
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 ※1
 40,527

売上原価 20,921

売上総利益 19,605

販売費及び一般管理費 ※2
 18,478

営業利益 1,126

営業外収益

受取利息 45

受取配当金 19

不動産賃貸料 182

負ののれん償却額 450

雑収入 203

営業外収益合計 900

営業外費用

支払利息 226

デリバティブ評価損 9,195

雑損失 200

営業外費用合計 9,622

経常損失（△） △7,594

特別利益

固定資産売却益 0

貸倒引当金戻入額 0

その他 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産除却損 152

投資有価証券評価損 737

減損損失 1,871

その他 95

特別損失合計 2,856

税金等調整前四半期純損失（△） △10,451

法人税、住民税及び事業税 166

法人税等調整額 631

法人税等合計 798

少数株主損失（△） △1,533

四半期純損失（△） △9,715
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
　至　平成21年３月31日)

売上高 ※1
 20,605

売上原価 10,998

売上総利益 9,607

販売費及び一般管理費 ※2
 9,040

営業利益 567

営業外収益

受取利息 26

受取配当金 5

デリバティブ評価益 643

負ののれん償却額 225

雑収入 168

営業外収益合計 1,068

営業外費用

支払利息 109

不動産賃貸費用 118

雑損失 55

営業外費用合計 283

経常利益 1,352

特別利益

貸倒引当金戻入額 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産除却損 143

減損損失 1,819

その他 133

特別損失合計 2,096

税金等調整前四半期純損失（△） △743

法人税、住民税及び事業税 115

法人税等調整額 △120

法人税等合計 △4

四半期純損失（△） △739
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △10,451

減価償却費 1,112

減損損失 1,871

負ののれん償却額 △450

デリバティブ評価損益（△は益） 9,195

貸倒引当金の増減額（△は減少） 52

退職給付引当金の増減額（△は減少） 36

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10

ポイント引当金の増減額（△は減少） 305

賞与引当金の増減額（△は減少） △224

長期貸付金の家賃相殺額 156

敷金及び保証金の家賃相殺額 216

投資有価証券評価損益（△は益） 737

有形固定資産売却損益（△は益） 0

有形固定資産除却損 152

受取利息及び受取配当金 △64

支払利息 226

為替差損益（△は益） 67

売上債権の増減額（△は増加） △667

たな卸資産の増減額（△は増加） △489

仕入債務の増減額（△は減少） 3,991

未払消費税等の増減額（△は減少） △82

その他 △73

小計 5,629

利息及び配当金の受取額 32

利息の支払額 △222

法人税等の支払額 △98

法人税等の還付額 152

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,493

EDINET提出書類

株式会社コナカ(E03259)

四半期報告書

18/28



（単位：百万円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成21年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △200

定期預金の払戻による収入 150

有形固定資産の取得による支出 △2,788

有形固定資産の売却による収入 60

有形固定資産の除却による支出 △62

有価証券の取得による支出 △49

有価証券の売却による収入 49

投資有価証券の取得による支出 △0

投資有価証券の売却及び償還による収入 320

敷金及び保証金の差入による支出 △319

敷金及び保証金の回収による収入 229

貸付けによる支出 △205

貸付金の回収による収入 18

その他 △107

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,903

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △785

長期借入金の返済による支出 △1,177

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △289

その他 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,252

現金及び現金同等物に係る換算差額 △67

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 268

現金及び現金同等物の期首残高 9,418

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,687
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

該当事項はありません。

 

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年３月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　当第２四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、一部実地棚卸を省略

し、前連結会計年度に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。 

２．法人税等並びに繰延税金資産及

び繰延税金負債の算定の方法

 

  法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を

重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断については、前連結会計年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連

結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックスプランニングを利用

する方法によっております。

　前連結会計年度末以降に経営環境等、又は、一時差異等の発生状況に著しい変化

が認められる場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測等

に当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によっております。

  

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

 

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、25,852百万円であ

ります。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、25,159百万円であ

ります。

※２　借入金の財務制限条項について 

　連結子会社株式会社フィットハウスの借入金のうち

12,092百万円には、財務制限条項がついており、全ての

債務の履行を完了するまで、株式会社フィットハウス

に関して下記の条項を遵守しない場合には、期限の利

益が喪失します。

（イ）平成20年8月期末日の各事業年度末日における

修正純資産金額（貸借対照表に記載される純資

産の部の合計金額から、当該事業年度の末日に

おける損益計算書の営業外利益に記載される金

融派生商品利益（デリバティブ利益）を減算

し、営業外損失に記載される金融派生商品損失

（デリバティブ損失）を加算して算出される金

額をいう。以下同じ。）を3,750百万円以上とす

ること。

※２　借入金の財務制限条項について 

　連結子会社株式会社フィットハウスの借入金のうち

13,827百万円には、財務制限条項がついており、全ての

債務の履行を完了するまで、株式会社フィットハウス

に関して下記の条項を遵守しない場合には、期限の利

益が喪失します。

（イ）平成20年８月期末日の各事業年度末日における

修正純資産額（貸借対照表に記載される純資産

の部の合計金額から、当該事業年度の末日にお

ける損益計算書の特別損益に記載される金融派

生商品利益（デリバティブ利益）を減算し、特

別損失に記載される金融派生商品損失（デリバ

ティブ損失）を加算して算出される金額をい

う。以下同じ。）を3,750百万円以上とすること。

 

（ロ）平成21年8月期末日及びそれ以降の各事業年度

末日における修正純資産金額を3,750百万円以

上、かつ、直近の事業年度末日における修正純資

産金額の90％に相当する金額以上に維持するこ

と。

（ロ）平成21年８月期末日及びそれ以降の各事業年度

末日における修正純資産金額を3,750百万円以

上、かつ、直近の事業年度末日における修正純資

産金額の90％に相当する金額以上に維持するこ

と。

（ハ）平成21年８月期末日及びそれ以降の各事業年度

末日における単体の損益計算書における営業損

益及び修正経常損益（単体の損益計算書に記載

される経常損益の金額から、当該事業年度の末

日における損益計算書の営業外利益に記載され

る金融派生商品利益（デリバティブ利益）を減

算し、営業外損失に記載される金融派生商品損

失（デリバティブ損失）を加算して算出される

金額をいう。）について両方、又はいずれか一方

において損失としないこと。

（ハ）平成20年８月期末日及びそれ以降の各事業年度

末日における単体の損益計算書における営業損

益及び経常損益について両方、又はいずれか一

方において損失としないこと。

（ニ）平成20年８月末日及びそれ以降の各事業年度末

日における単体の貸借対照表における商品の残

高を当該事業年度末日における損益計算書にお

ける売上高の12分の５以下に維持すること。

なお、当事業年度末日において、財務制限条項に

は抵触しておりません。

（ニ）平成20年8月期末日及びそれ以降の各事業年度

末日における単体の貸借対照表における商品の

残高を当該事業年度末日における損益計算書に

おける売上高の12分の5以下に維持すること。

 

（ホ）平成21年8月期末日及びそれ以降の各事業年度

末日における単体の貸借対照表において債務超

過となった場合は、当該事業年度末日以降最初

に到来する12月末日までに、当該債務超過額を

解消すること。 
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（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

※１　当社グループは事業の性質上、売上高に季節的変動があり、第１四半期、第２四半期及び第３四半期に比し第４四半

期の売上高の割合が低くなります。

※２　販売費及び一般管理費の主な内訳は、次のとおりであります。

 広告宣伝費 2,238 百万円

 給料・賞与 5,390 

 退職給付費用 121 

 賃借料 5,054 

 

 

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

※１　当社グループは事業の性質上、売上高に季節的変動があり、第１四半期、第２四半期及び第３四半期に比し第４四半

期の売上高の割合が低くなります。

※２　販売費及び一般管理費の主な内訳は、次のとおりであります。

 広告宣伝費 1,041 百万円

 給料・賞与 2,624 

 退職給付費用 64 

 賃借料 2,556 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年３月31日現在） 

現金及び預金勘定 9,698 百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △11 

現金及び現金同等物 9,687 

 

 

EDINET提出書類

株式会社コナカ(E03259)

四半期報告書

22/28



（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年10月１日　至　

平成21年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　31,146千株

  

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　 2,021千株

 

３．配当に関する事項

　配当金支払額 

 

（決議） 株式の種類
 配当金の総額

 （百万円）

 1株当たり

 配当額

（円）

 基準日 効力発生日 配当の原資

 平成20年12月24日

 定時株主総会
 普通株式 291 10 平成20年９月30日平成20年12月25日利益剰余金

 

４．株主資本の金額の著しい変動

前連結会計年度末に比して、以下のとおり変動が認められます。

（金額：百万円） 

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 5,305 14,745 29,130 △3,337 45,844

当第２四半期連結会計期間末までの変動額      
剰余金の配当   △291  △291

　四半期純損失    △9,715   △9,715

　自己株式の取得     △0  △0

　自己株式の処分    △0  0  0
当第２四半期連結会計期間末までの変動額合計 －  －  △10,006  △0  △10,007
当第２四半期連結会計期間末残高 5,305  14,745  19,123 △3,337  35,837
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）

ファッション事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

 

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成21年１月１日　至　平成21年３月31日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年10月１日　至　平成21年３月31日）

海外売上高がないため該当事項はありません。 

 

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）

　その他有価証券で時価のあるものが、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

(1）株式 1,333 1,241 △92

(2）債券    

国債・地方債等 － － －

社債 － － －

その他 － － －

(3）その他 125 93 △31

合計 1,458 1,334 △124

（注）１．表中の「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。なお、当第２四半期連結会計期間において、そ

の他有価証券で時価のある株式について737百万円減損処理を行っております。

２．株式の減損にあたっては、当第２四半期連結会計期間末における時価が取得原価に比べ50％以上下落し

た場合には全て減損処理を行い、30～50%程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認めら

れた額について減損処理を行っております。 
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（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年３月31日）

　対象物の種類が通貨及び金利であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前

連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

対象物の種類 取引の種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円）

通　貨

スワップ取引  

　受取米ドル・支払円 21,886 △448 △448

　受取ユーロ・支払円 6,219 △3,566 △3,566

オプション取引    

受取米ドル・支払円    

　売　建 33,211 △3,724 △3,724

買　建 11,976 952 952

受取ユーロ・支払円    

売　建 17,626 △2,499 △2,499

買　建 7,867 604 604

　（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

　

前連結会計年度末（平成20年９月30日）

対象物の種類 取引の種類 契約額等（百万円） 時価（百万円） 評価損益（百万円）

通　貨

スワップ取引  

受取米ドル・支払円  22,124  △343 △343

受取ユーロ・支払円  6,418  △71 △71

オプション取引    

受取米ドル・支払円    

　売　建  31,249  △1,826 △1,826

買　建  12,184  1,729 1,729

受取ユーロ・支払円    

売　建  17,956  △746 △746

買　建  7,693 1,744 1,744

　（注）　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

  

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年３月31日）

前連結会計年度末
（平成20年９月30日）

１株当たり純資産額 1,236.49円 １株当たり純資産額 1,579.87円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △333.58円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額（△） △25.40円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成21年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（△）（百万円） △9,715 △739

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失（△）（百万円） △9,715 △739

期中平均株式数（千株） 29,125 29,124

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

 該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年５月15日

株式会社コナカ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 仙波　春雄　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唯根　欣三　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コナカの平

成20年10月１日から平成21年９月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年１月１日から平成21年３

月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成21年３月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コナカ及び連結子会社の平成21年３月31日現在の財政状態、同日

をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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